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研究成果の概要（和文）： 

 呼吸器臨床でよく用いられている胸部 CT 検査は、画像がもつ膨大な情報をまだ充分に活か
しきれていない面がある。本研究では、呼吸器疾患の胸部 CT 画像を用いて、肺病変、気道病
変、肺外構造を定量的に画像解析するソフトを開発した。閉塞性肺疾患、肺非結核性抗酸菌症、
間質性肺炎といった呼吸器疾患に応用し、CT 画像の形態解析とシミュレーションにより、肺
病変の進展様式や疾患による構造の相違、骨粗鬆症のような肺外病変との関係を明らかにした。 

 

 

研究成果の概要（英文）： 
 In this study, new system for quantitative analysis of chest CT images in pulmonary 
diseases was developed. Using CT images in chronic obstructive pulmonary diseases, 
nontuberculosis mycobacterial diseases, and interstitial lung diseases, structural 
analysis and model simulation were performed to investigate the mechanism of 
progressive lung lesions, heterogeneity of airway lesions, and relationship between 
lung diseases and extra-pulmonary lesions. 
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１．研究開始当初の背景 

呼 吸 器 科 の 臨 床 に お い て 胸 部 CT

（Computed Tomography）による画像診断

は、不可欠なものとなっており、CT 画像の

定量性に着目した研究が肺癌の補助診断や、
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閉塞性肺疾患（COPD、気管支喘息）におけ

る肺・気道病変の定量的解析などとしてなさ

れてきている。しかし、疾患の病態や進展様

式の解明、他の呼吸器疾患への応用や、肺外

構造（椎骨、皮下脂肪を含む胸壁など）の定

量的収集と肺病変との関係や、これら CT 指

標と疾患予後などとの関係等、胸部 CT 画像

がもつ膨大な情報をまだ充分に活かしきれ

ていないのが現状である。 

 

 

 

２．研究の目的 

 本研究は、胸部 CT 画像を用いて、呼吸器

疾患における肺病変だけでなく肺外構造を

定量的に評価することで疾患特異的な定量

的指標を見出し、症状や生理学的、生化学的

な他の臨床指標との関係や全身性の影響を

明らかにし、さらにモデルシミュレーション

を施行することによって形態学からみた疾

患の進展様式および病態を解明することを

目的とするものである。なお、開発した CT

画像解析システムの応用として、COPD、肺

非結核性抗酸菌症、間質性肺炎を対象とする。 

 

 

 

３．研究の方法 

(1) 画像解析システムの開発 

肺病変、気道病変および肺外構造を定量的

に評価する画像解析ソフトを独自に開発す

る。 

 

(2) 胸部 CT 画像、臨床データの収集・整理 

当施設通院中の COPD、肺非結核性抗酸菌症、

間質性肺炎の約１００症例ずつの診療情報

から、症状、検査結果などの情報とともに、

胸部 CT 画像ファイルを整理する。データ管

理にあたっては、個人情報保護の原則に則り、

匿名化して厳重な管理とする。 

 

(3)モデルシミュレーション 

上記で開発した画像解析システムを集積し

た胸部 CT 画像に応用し、臨床データとの関

係を解析すると共に、CT 画像を用いたシミュ

レーションを行い、疾患の進展様式や病態解

析を行う。 

 

 

 

４．研究成果 

(1)閉塞性肺疾患 

気道病変の３次元的解析ソフトを開発して、

COPD 症例および気管支喘息症例に対して応

用し、両疾患とも気道病変の進行においては

気管支部位による heterogeneity に乏しいこ

とを明らかにした。 

肺野病変の解析については、COPD 急性増悪

による気腫病変の変化に関する画像解析を

行い、CT 画像を用いたモデルシミュレーショ

ンにより、増悪による肺野低吸収領域の増加

が、単なる過膨張の増加によるものではなく、

肺胞壁破壊を伴う気腫病変の進行によるも

のであることを示した。 

 肺外病変の解析については、COPD の全身性

影響としての骨粗鬆症に着目し、増悪の有無



によって気腫病変の進行と共に胸椎の骨密

度が低下すること、すなわち、増悪が骨粗鬆

症に対する独立したリスク要因であること

をＣＴ画像解析によって示した。 

 

 

(2)肺非結核性抗酸菌（MAC）症 

 新規に開発した気道病変の３次元的解析

ソフトを用いて、肺 MAC 症の CT 画像に応用

し、同症の気道病変は解剖学的な部位による

相違があることを見出した。 

 

 

(3)間質性肺炎 

胸部 CT 画像における蜂巣病変や高吸収領

域の定量的指標を出力する画像解析ソフト

を開発し、これらを含む肺野病変のＣＴ指標

と、肺機能、組織型などの臨床指標との関係

を検討した結果、蜂巣病変の指標が組織型の

鑑別に有用であること、また肺野ＣＴ値の

Kurtosis が予後とよく相関することが明ら

かとなった。 
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